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郷
土
博
物
館
の
特
別
展
　
1
0月
2
6日
～
1
1月
3
0日

雪
山
川
<新
潟
県
北
魚
沼
郡
小
出
郷
の
く
ら
し
>

豪

雪

地

帯

の

民

俗

開
館
時
間
=
午
前
9
時
～
午
後
5
時
(
入
館
は
午
後
4
時
3
0分
ま
で
)

※
月
曜
日
休
館
(
祝
日
に
あ
た
る
場
合
は
そ
の
翌
日
)

入
館

料
=
大
人
2
0
0円/
小
・
中
学
生
1
0
0円

※
団
体
(
2
0人
以
上
)
は
通
常
の
半
額

無
料
公
開
=
1
1
月
3
日
(
文
化
の
日
)
…
ど
な
た
で
も

第
2
土
曜
日
…
ど
な
た
で
も

生
涯
学
習
推
進
期
間
(
1
0
月～
1
2
月
)
…
7
0
歳
以
上

問 先

郷
土
博
物
館

大
谷
田
5
-
2
0
-
1

(
3
6
2
0
)
9
3
9
3

● 東氏バス　亀有取
北口～六ツ木都住間
足立嘉土陣恥羞恥r l
車。または亀有駅北
口～六ツ木団地・八
潮申庫・木曽- 。人
谷田五丁目下車徒歩5
分

郷
土
博
物
館
で
は
、
足
立
区
と
友
好
関
係
に
あ
る
新
潟
県
小
出
町

近
辺
に
関
す
る
資
料
を
集
め
、特
別
展
を
開
催
し
ま
す
。「
豪
雪
地
帯

の
民
俗
」
と
題
し
た
今
回
の
特
別
飃
で
は
、
雪
と
と
も
に
生
き
て
き

た
人
々
の
生
活
文
化
を
紹
介
し
ま
す
。

※
足
立
区
は
昭
和
5
7年
に
区
制
5
0周
年
を
記
念
し
て
、
新
潟
県

北
魚
沼
郡
小
出
町
と
友
好
自
治
体
旻
携
を
結
ん
で
い
ま
す

主

な

展

示

品

ふ
霾

川

卜
由

孺

中
心
に
、

堀
之
内
町
。
広
神
村
、
守
門
村
、
入
広

瀬
村
、
湯
之
谷
村
を
含
め
た
こ
の
地
城

は
、
越
後
三
山
・
奥
只
見
の
山
々
を
背

負
い
、
そ
の
山
々
か
ら
流
れ
出
る
清
ら

か
な
水
の
注
ぐ
魚
野
川
に
閧
け
た
土
地

で
す
。
こ
Q
エ
地
に
住
む
人
々
は
、
山

と
川
、
そ
し
て
1
年
の
3
分
の
L
を
占

め
る
雪
を
巧
み
に
利
用
し
て
き
ま
し

た
。
そ
う
し
た
中
で
は
ぐ
く
寉
れ
た
生

活
文
化
に
は
、
知
恵
や
工
夫
が
あ
ふ
れ

て
い
ま
す
。

□
小
出
郷
の
な
り
た
ち

小
出
郷
の
歴
史
や
豪
雪
に
つ
い
て
紹

介
し
ま
す
。
▽
除
雪
に
使
う
雪
ト
ヨ
、

小
出
町
の
発
展
を
示
す
古
文
書
な
ど

□
山
を
持
つ
く
ら
し

季
節
に
合
わ
せ
た
山
の
利
用
や
、
山

仕
事
の
用
具
に
は
、
工
夫
が
あ
ふ
れ
て

い
ま
す
。

▽
ゼ
ン
マ
イ
フ
ー
ト
(
山

菜
採
り
を
す
る
と
き
に
着
用
す
る
着

物
)
、
山
仕
事
の
用
具
な
ど

□
奥
山
に
生
き
る

広
大
な
越
後
三
山
・
奥
只
見
の
山
々

は
山
の
恵
み
の
宝
庫
で
す
。
山
中
を
移

動
し
て
、
現
在
も
山
菜
採
り
や
熊
狩
り

が
行
わ
れ
て
い
穿
歹
。

▽
コ
ス
キ
の

型
な
ど
(
雪
掘
ひ
に
使
用
す
る
木
工
用

具
)
や
熊
狩
り
の
ヤ
リ
や
銃

□
魚
野
川
と
と
も
に

魚
野
川
は
、
江
戸
時
代
か
ら
夏
の
鮎

漁
、
秋
の
m
漁
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

魚
の
習
性
を
巧
み
に
利
用
し
た
乕
法
に

は
。
独
特
の
も
の
が
見
ら
れ
ま
す
。

▽
鮭
の
ホ
リ
カ
キ
漁
に
使
う
鮭
カ
ギ
や

カ
ジ
カ
漁
に
使
う
落
と
し
螟
な
ど

展
示
図
録
を
ど
う
ぞ

鮭
漁
や
山
の
利
用
な
ど
、
展
示
内
容

を
く
わ
し
く
解
脱
し
た
図
録
で
す
。
写

裏
も
多
数
掲
載
し
て
い
ま
す
。
表
紙
は

展
示
ポ
ス
タ
ー
に
も
な
っ
て
い
る
早
津

剛
氏
の
「
越
後
三
山
と
魚
野
川
」
で
"
。

価
格
=
6
7
0円

越後三山と魚野川　早津剛氏画

十
二
講

3
月
1
2日
に
行
う
山
の
神
の
祭
り
。

雪
堂
に
供
物
を
供
え
、
弓
矢
を
射
る

カ
ジ
カ
落
と
し
漁

板
で
石
を
押
し
、
石
の
間
に
入
っ
た

カ
ジ
カ
を
追
い
込
ん
で
捕
る
漁
法

(写
真
提
供
:
小
出
町
)

特 別 展 の 催 し
□ 特別展講演会 「コシヒカ リの誕生～日本
一 うまい米の秘密～」
最高においし いコシヒカリ米誕牛の歴 史

と、魚沼産コシヒカリが一番とされる理由

などをお 話しし ます。 日時=11 月16 日(
日) 、午後2 時30分～4 時 購師一酒井義
昭氏( 農業ジ ャーナリスト) 申込一電話
定員=80 人( 先着順) 費用= 無料
□ 試食学習会「魚野川の〝さけ なべ〟を食 べ
よう」
小出町では、鮭を食生活に生かしてきま

した。魚野川の鮭を味わってください。200
人分用意します。日時- 11月2日( 日) 、
正午 費用一無料 申込= 午前11時から受
付で塵理 劵を 配付
□ 特別展映画会
無料公開日に合わせて映画会を閲催し ま

す。 日時一下表 申込= 当日直接会場へ
――いずれも――
場・申・問先一郷土博物館

映画会日程

文化の日 の催 し
□ 郷土芸能鑑賞会
日時=11 月3 日( 祝) 、午後1 時と2 時の2
回 内容= お囃子の演奏 費用= 無料 場
・問先一郷土博物館

今 号の主な 内 容

2
・
3
面
▽
区
内
施
設
め
ぐ
り
参
加
者
募
集
/
ぐ
る
っ
と
青
空
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
/
宿
泊
施
設
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
/
健
康
カ
レ

ン
ダ
ー
/
住
区
健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
/
ひ
ろ
ば

4
・
5
面
▽
ご
存
じ
で
す
か
?
国
民
年
金
「
国
民
年
金
質
問
箱
」

6
・
7
面
▽
保
育
園
児
募
集
/
年
末
調
整
説
明
会
/
国
保
協
定
旅
館
/

足
立
区
職
員
(
家
庭
奉
仕
)
募
集
/
掲
示
板

8
面
▽
▽
▽
C
A
T
V

第
2
期
地
区
で
放
送
開
始
/
「
足
立
6
0景
」エ
コ

ー
は
が
き
発
売
/
区
内
各
種
展
示
/
イ
ベ
ン
ト
情
報

葦
立
ち

読
書
週
間

9
月
、
1
0月
は
ス
ポ
ー
ツ
と
ま

つ
り
の
季
節
で
し
た
。
ど
の
会
場

も
華
や
い
だ
歓
声
で
い
っ
ぱ
い
で

し
た
。
ま
た
、
不
発
弾
の
問
題
で

は
、
た
い
へ
ん
ご
心
配
を
お
か
け

し
ま
し
た
が
、
関
係
者
の
ご
協
力

で
無
事
処
理
す
る
こ
と
が
で
煮
ま

し
た
。
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
こ
の
2
7日
か
ら
来
月
9

日
ま
で
の
2
週
間
は
「
読
書
週
間
」

で
す
。
昨
今
、
映
像
・
テ
レ
ビ
文

化
の
隆
盛
で
活
字
離
れ
が
取
り
ざ

た
さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
、
子
供

や
青
少
年
の
読
書
離
れ
を
心
配
す

る
声
は
高
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

人
と
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
豪
ぷ
り
豊
か
な
も
の
に
し
て
い

く
上
で
も
、
ま
た
見
知
ら
ぬ
世
界

を
旅
し
て
想
像
力
を
大
き
く
育
て

て
い
く
上
で
も
、
読
書
の
楽
し
み

を
2
1世
紀
の
若
者
に
伝
え
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

現
在
、
足
立
区
に
は
中
央
図
書

館
の
も
と
に
1
3の
地
域
館
と
2
つ

の
分
館
が
あ
り
、
2
3区
の
中
で
は

最
も
多
い
数
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
蔵
書
数
も
1
3
2万冊
に
の
ぼ
り

ま
す
。
そ
し
て
、
千
寿
旭
小
学
校

の
跡
地
に
新
し
い
中
央
図
書
館
の

建
設
も
始
ま
り
ま
し
た
。
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
や
放
送
大
学
と
同
じ

燧
物
の
l
r
3
階
の
部
分
で
、
名

実
共
に
2
3区
一
の
図
書
館
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

読
書
週
間
を
機
に
、
身
近
な
皆

さ
ん
の
図
書
館
を
ぜ
ひ
訪
ね
て
み

て
く
だ
さ
い
。

区
長
　
吉
田
万
三
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区
内
施
設
め
ぐ
り
参
加
者
募
集

観
光
協
会
主
催

日
時
=
1
1月
2
7日
向
、午
前
9
時
区
役

所
正
面
入
口
集
合

対
象
=
観
光
協
会

会
員
と
そ
の
家
族
お
よ
び
区
内
在
住
の

方

内
容
―
郷
土
博
物
館
、
花
畑
大
鵞

神
社
、都
市
農
業
公
園
、ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ

ィ
等
の
見
学

定
a
1
4
0人
(
抽
選
)

一
用
―
▽
観
光
協
会
会
員
…
2
千
円

▽
会
員
家
族・
:
2千
瞋
円

▽
一
般
・・・
3

千
円
(
当
日
現
地
で
支
払
い
、
昼
食

付
き
)

申
込
―
往
復
(
ガ
キ
に
希
望

者
全
員
の
氏
名
、
年
齢
、
住
所
、
電
話

番
号
、会
員
・
会
員
家
族
こ

般
の
別
、

「
区
内
施
設
め
ぐ
り
希
望
」
と
明
記

※
(
ガ
キ
ー
枚
で
4
人
ま
で
申
し
込
み

可
。
璽
複
申
し
込
み
は
無
効

期
限
1
1
1

月
4
日
消
印
有
効

申
・
問
先
=
観

光
協
会
区
内
施
設
め
ぐ
ひ
担
当
(
産
業

振
興
課
内
)

〒
a
中
央
本
町
1
-
1
7
1
1

　
(
a
8
0
)
5
1
1
1

㈹

ぐ
る
っ
と
青
空
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

自
動
車
使
用
抑
制
に
ご
協
力
を

私
た
ち
の
吸
っ
て
い
る
空
気
は
、
一

時
に
比
べ
て
良
く
な
っ
た
も
の
の
、
ま

だ
ま
だ
き
れ
い
な
空
気
と
は
い
え
ま
せ

ん
。
特
に
、
大
気
の
よ
ど
む
冬
に
は
空

気
の
汚
れ
る
日
が
た
い
へ
ん
多
く
な
り

ま
す
。

そ
こ
で
、
都
内
2
3特
別
区
・
刀一市
・

西
多
摩
郡
3
町
1
村
お
よ
び
r
都
県
市

(東
京
都
、
埼
玉
県
。
千
葉
県
、
神
奈

川
県
、
横
浜
市
、
川
崎
市
、
千
葉
市
)

は
共
同
で
、
1
1月
か
ら
1
0年
1
月
末
ま

で
の
期
間
を
中
心
に
、
窒
素
酸
化
物
に

よ
る
大
気
汚
染
の
主
な
原
因
で
あ
る
自

動
車
の
交
通一
を
減
ら
夛
対
策
を
実
施

し
ま
す
。
期
間
を
と
お
し
て
、
自
動
車

使
用
を
で
き
る
が
吁
減
ら
す
こ
と
、
特

に
、毎
週
水
曜
日
に
は
乗
用
車
類
2
0
%
、

貨
物
車
類
1
0
%減
ら
す
こ
と
を
目
標
と

し
て
い
ま
す
。
マ
イ
カ
ー
や
事
業
用
自

動
車
の
使
用
は
で
き
る
だ
け
控
え
、
電

車
や
バ
ス
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
交
通
渋
滞
の
原
因
と
な
る
路
上
駐

車
や
、
駐
停
車
時
の
不
要
な
ア
イ
ド
リ

ン
グ
も
控
え
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

区
で
も
、
期
間
中
2
0
%以
上
を
目
標

に
庁
有
車
の
使
用
を
自
粛
し
、
排
出
ガ

ス
の
低
減
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
皆
さ

ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。な

お
、
東
京
都
で
は
期
間
中
の
水
曜

日
に
、
都
営
交
通
の
1
日
割
引
乗
車
券

「
水
曜
ク
リ
ー
ン
キ
ッ
プ
」(
地
下
鉄
・

バ
ス
・
都
電
共
通
、通
常
聊
円
を
瞋
円
)

を
発
売
。
ま
た
、
エ
コ
ー
は
が
き
(
通

常
5
0円
を
4
5円
)
も
発
売
し
ま
す
の
で

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
先
―
都
・
自

動
車
公
害
対
策
室

(
5
3
8
8
)
3
4
9
7

環
境
課(

3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

同
和
問
題
の

理
解
の
た
め
に

差
別
を
な
く
す
運
動
(
1
)

江
戸
時
代
、
同
和
地
区
の
人
び

と
は
、
厳
し
い
差
別
に
甘
ん
じ
て

い
た
の
で
し
ょ
う
か
。

そ
う
で
は
あ
ひ
ま
せ
ん
。当
時
、

部
落
へ
の
差
別
的
弾
圧
が
強
ま
っ

て
い
た
と
い
う
'」と
は
、
裏
が
え

し
に
す
れ
ば
、
部
落
側
か
ら
、
身

分
的
抑
圧
を
は
ね
か
え
し
、
解
放

岑
求
め
・
W
W

す
る
運
動
が
行
わ

れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
ま

す
。江

戸
時
代
も
1
9世
紀
に
入
る

と
、
年
貢
の
収
奪
強
化
。
都
市

で
の
米
価
の
急
騰
な
ど
に
よ
る
世

倩
不
安
か
ら
、
各
地
で
百
姓
}
揆

や
打
ち
'」わ
し
が
起
き
ま
し
た
。
1
8
3

年
か
ら
1
8
3
6

年
に

か
け
て
の
全
国
的
な
き
き
ん
(
天

保
の
き
き
ん
)
も
、
そ
れ
に
拍
車

奮
か
け
ま
し
た
。

こ
の
ぷ
つ
な
社
会
不
安
に
対
し

て
、
幕
府
の
再
建
。
幕
府
の
権
威

の
回
復
の
た
め
に
幕
府
は
改
革
を

す
す
め
た
の
で
す
。

こ
れ
が
「
天
保
の
改
革
」
と
い

わ
れ
る
も
の
で
、
内
容
は
、
衣
食

住
に
対
す
る
倹
約
の
奨
励
、出
版
、

風
俗
の
取
り
締
ま
り
、
農
民
の
都

市
へ
の
出
か
せ
ぎ
の
禁
止
な
ど
、

非
常
に
厳
し
い
も
の
で
し
た
。

◎
問
い
合
わ
せ
は
、
同
和
対
策
担

当
へ

旅
券
(
パ
ス
ポ
ー
ト
)
の

申
請
用
紙
を
交
付
し
て
い
ま
す

都
ふ
吝
文
化
局
旅
券
課
で
交

付
し
て
い
る
旅
券
(
パ
ス
ポ
ー
ト
)

の
申
請
用
紙
は
、
区
役
所
に
も
あ

ひ
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
申
請
受
け
付
け
等
は
従
来

戸
泥
ひ
都
で
行
い
、
区
で
は
取
り

扱
い
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ

い

。

交
付
場
所
・
問
先
=
国
際

交
流
担
当

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

保

健

ガ

イ

ド

出
会
い
の
会
・

東
和
健
康
大
学

私
づ
く
り
か
ら
地
域
づ
く
り
へ

人
と
人
と
の
出
会
い
の
中
で
新
た
な

自
分
を
発
見
し
て
み
ま
せ
ん
か
?

地
域
の
健
蹶
づ
く
り
に
関
心
の
あ
る
方

で
一
緒
に
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

日

程
等
=
下
表
の
と
お
り

対
象
―
区
内

在
住
の
方
(
原
則
と
し
て
全
回
参
加
で

き
る
方
)

定
員
1
5
0人
(
先
着
順
)

費
用
=
無
料

申
込
=
電
話

場
・
申

・
問
先
=
東
和
保
健
相
談
所

(
3
6
0
6
)
4
1
7
1

東和健康大学日程

※いずれも時間は、午後1 時30分～3 時

精
神
保
健
指
導
員
(
非
常
勤
)募
集

対
象
=
大
学
で
福
祉
学
ま
た
は
心
理
学

を
専
攻
し
た
方

内
容
―
精
神
障
害
者

デ
イ
ケ
ア
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
ほ
か

助
務
日
等
―
週
4
日
(
3
0時
間
)

※

有
給
休
暇
・
社
保
有
り

募
集
人
員
―

よ

選
考
方
法
=
面
接
(
日
程
は
後

日
通
知
し
ま
す
)

申
込
―
自
筆
の
履

歴
書
を
郵
送
ま
た
は
直
接
窓
口
に
持
参

申
込
期
間
よ
…
J月
2
7日
～
1
1月
7
日
必

着

場
・
申
・
問
先
=
千
住
保
健
所
保

健
予
防
課

〒
1
2
0
千
住
仲
町
2
4
1
2

　
(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

子
育
て
真
っ
最
中
の
あ
な
た
へ

夫
や
子
供
と
の
関
係
に
イ
ラ
イ
ラ
し

て
、
子
供
に
当
た
っ
て
い
ま
せ
ん
か
?

子
供
と
離
れ
て

。お
母
さ
ん
'
と
し
て

で
は
な
く
。あ
な
た
自
身
'
に
戻
っ
て

話
し
合
う
ひ
と
と
き
を
一
緒
に
過
ご
し

ま
せ
ん
か
。
S

用
―
無
料

※
保
育

も
行
い
ま
す
。
日
時
等
く
わ
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

場
・
申
・
問

先
―
東
和
保
健
相
談
所

(
3
6
0
6
)
4
1
7
1

宿 泊 施 設 インフ ォメ ーショ ン

1・2 月 分の

利用案内

申
し
込
み
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
文
化

・
ス
ポ
ー
ツ
公
社
の
各
施
設
(
左
下
表
)

で

蠢

将

け
ま
す

。

申
込
―
公
社
の
各

施
設
で
販
売
す
る
申
込
(

ガ
キ
(
5
0円
)

に

、
必
要
事
項
を
記
入
し
、
郵
送
次
次

は
持
参
(
I

グ
ル

ー
プ
ー
枚
に
限
n
ま

す
)

期
間
=
H

月
1

日
～
1
0
日
必
着

(
抽
選
結
果
を
1
1
月
下
旬
に
郵
送
し
ま

す
)

受
付
=
当
選
者
は
、1
2月
1
1日

ま
で
に
各
公
社
施
設
で
利
用
手
続
き
そ

し
て
く
だ
さ
い
(
こ
の
期
間
を
過
ぎ
る

と
キ
ャ
ン
セ
ル
扱
い
に
な
り
ま
す
)

※
「
湯
河
原
あ
だ
ち
荘
」
と
「
那
須
・

森
の
冢
」
の
1
2月
3
1日
の
宿
泊
申
し
込

み
は
、
今
回
の
1
月
分
利
用
申
し
込
み

で
受
け
付
け
ま
す

空
き
室
の
利
用

□
1
・
2
月
分

抽
選
後
の
空
き
室
の
申
し
込
み
は
、

偶
数
月
の
第
1
金
曜
日
(
今
回
は
り一月
1
2

日
)
か
ら
公
社
の
各
施
設
で
直
接
受

け
付
け
て
い
ま
す
。ま
た
、「
あ
い
ネ
ッ

ト
2
1」
で
も
予
約
で
青
豕
歹
。

□
1
0
・
1
1
・
1
2
月
分

随
時
、
甲
し
込
み
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

※
仮
予
約
後
、3
日
以
内
に

お
近
ぐ
の
公
社
施
設
で
利
用
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。こ
の
期
間
を
過
ぎ
る

と
キ
ャ
ン
セ
ル
扱
い
に
な
ひ
ま
す
(
申

し
込
み
は
利
用
日
の
3
日
前
ま
で
で

す
)

● 各施設利用案内　1 ・2 月利用分

※ 公社施設で、 すでに ● 入竇み の宿泊施設抽 選申し 込みカード ( 専 用ハガキ) には「 碍 南 自 然 の 家 」の表示がないも のがあり ますが、使用でき ます。 施

設名欄に 「鋸南自然の家 」と 配入し、申し込 んでく ださい
莉甬i じ 込ぶほ2 λ 以卜。1 グ ループ、ハガ キ1 通で卿 願いり 事三
「那須 ・森の衣」へは直通 バスも遍行してい ます。公社窓口 へお問い合わせく ださい
※ 「湯河原 あだち荘」と 「那須・森の家」の12月31 日の宿泊 申し込みは1 月分 の利用申し込みになりまず
12月31日～1 月4 日の問 の『湯河原あだち 莊』およぴ 「那 須・森の家 」の予 約は、1 グループ3 部屋までと なり ま17

● コミュニティ文化・スポーツ公社各施設一覧

受付時間= ①～@は午前9 時～午後8 時、0 は午前10時～午後6 時( 扣週月曜日 休館) e
は午前9 時～午後5 時( 土・日・祝日を除く)

鹿沼野外レクリエーション
センター
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膠
原
病
講
習
会

膠
原
病
と
日
常
生
活

謬
原
訶
と
は
、い
っ
た
い
何
な
の
か
、

ど
の
よ
う
な
生
活
を
送
れ
ば
よ
い
の

か
、
仕
亊
や
学
業
、
妊
娠
や
出
産
は
…
?

な
ど
、
こ
れ
か
ら
の
暮
ら
し
を
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
1
1
1一月
6
日

陶
、
午
後
2
時
3
0分
～
4
時
3
0分

場

所
I
ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ

対
一
=

膠
原

病
(
全
身
性
エ
リ
テ
マ
ト
ー
デ
ス
、
強

皮
症
、
皮
膚
筋
炎
、
多
発
性
筋
炎
、
シ

ェ
ー
グ
レ
ン
症
侯
群
、
混
合
性
結
合
組

織
病
な
ど
)
の
患
者
お
よ
び
家
族

講

師
=
猪
熊
茂
子
氏
(
東
京
都
立
駒
込
病

院
ア
レ
ル
ギ
ー
・
膠
原
病
科
医
長
)

費
用
―
無
料

申
込
=
電
話

申
・
問

先
―
江
北
保
健
相
談
所

(
3
8
9
6
)
4
0
0
4

歯
周
病
予
防
教
室
(
3
日
制
)

～
自
分
の
歯
で
楽
し
く
食
べ
て
健
康
に
～

歯
の
既
人
病
と
い
わ
れ
る
歯
周
病
予

防
の
最
新
情
報
を
正
し
く
理
解
し
、
予

防
の
手
だ
て
を
徭
験
レ
な
が
ら
、
歯
の

健
康
づ
く
り
習
慣
を
身
に
つ
け
ま
す
。

日
程
等
=
下
表
の
と
お
り

対
象
―
全

回
参
加
で
き
る
方

講
師
=
品
田
佳
世

子
氏
(
東
京
医
科
歯
科
大
学
講
師
)
ほ

か

定
員
=
4
0大
(
先
着
順
)

費
用
=

無
料

申
込
―
電
話

場
・
申
・
問

先
=
千
住
保
健
所

(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

歯周病予防教室日程

※いずれも水曜日、時間は午後1 時30分～4 時

気
に
な
る
方
は
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

お
酒
と
の
上
手
な
つ
き
あ
い
方

肝
臓
病
・
糖
尿
病
・
高
脂
血
症
・
痛

風
等
を
予
防
す
る
た
め
に
も
、
お
酒
が

身
体
に
及
ぼ
す
影
一
に
つ
い
て
、
総
合

的
な
話
を
聞
き
ま
せ
ん
か
。
お
酒
と
上

手
に
付
き
合
っ
て
い
く
に
は
ど
う
し
た

ら
よ
い
か
、み
ん
な
で
考
え
ま
し
ょ
う
。

日
時
1
1
1月
1
8・
2
5日
(
い
ず
れ
も
火

曜
日
、2
日
制
)
、午
後
1
時
3
0分
～
3

時

内
容
=
▽
1
日
目
…
血
液
検
査
と

講
義

▽
2
日
目
・・・検
査
結
果
の
説
明

定
員
1
3
0人
(
先
着
順
)
S

用
=
千
3
6
0

円
(
血
液
検
査
料
金
)

申
込
―
電

話

場
・
申
・
問
先
―
中
央
本
町
保
健

相
談
所(

3
8
8
0
)
5
3
5
1

11月の献血

問先= 東京東赤十字血液センター 　5682 ―2801

区役所保健予防系 　3880- 5111 ㈹

講
演
会

男
と
女
の
更
年
期

女
性
に
も
男
性
に
も
あ
る
更
年
期
に

つ
い
て
、
症
状
や
治
療
、
対
処
方
法
の

話
を
藺
い
て
み
ま
せ
ん
か
。
お
互
い
に

理
解
を
深
め
、
こ
の
時
期
の
乗
り
切
り

方
を
学
び
ま
し
ょ
う
。

日
時
=
1
1月

擶
品

、
午
後
2
時
3
0分
～
4
時

講

師
―
横
山
博
美
氏
(
中
村
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長
)

費
用
=
無
料

申
込
=
電
話

場・
申
・
問
先
=
足
立
保
健
所
保
健
指
導

一一
(
3
8
5
5
)
4
1
5
5
(

直
通
)

住区健康フェスティバル
まちも元気 わたしも元気

明
る
く
元
気
で
心
豊
か
に
過
ご
す
こ

と
は
、
私
た
ち
み
ん
な
の
願
い
で
す
。

住
区
健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
は
、
パ

ネ
ル
展
示
や
計
測
、
健
康
相
談
、
血
液

・
尿
検
査
等
を
行
い
ま
す
。
こ
の
機
会

に
、
自
分
の
健
康
状
態
を
知
り
、
生
活

環
境
を
見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
日
程

等
―
右
表
の
と
お
り

費
用
1
無
料

申
込
=
当
日
直
接
会
場
へ

住区健康フェスティバル11月の日程

健康カレンダー 11月の予定

ひ
ろ
ば

=
催
し
物
=

☆
足
立
区
手
を
つ
な
ぐ
親
の
会
バ
ザ
ー
1
1

‥一
月
2
日
面

、
午
前
1
0
時
/
竹
の
筱
セ

ン
タ
ー
/

日
用
品
・
不
用
品
の
提
供
を

お
願
い
し
ま
す
/

小
松

(
3
6
0
5
)
7
3
1
0

☆
草
月
流

「
い
け
ぱ
な
大
作
戦

」
1
1

月
3

日
～
6

日
/

区
役
所
I

階
ア
ト
リ

ウ
ム
/

中
島

(
3
9
0
)
0
5
4
6

☆
母
親
研
!
=
1
1

月
6

日
向
、午
前
1
0

時
～
H

時
3
0分
/

教
育
研
究
所
/

親
業

訓
練
～
子
ど
も
の
長
所
を
伸
ぱ
す
子
育

て
/

託
児
室
有
り
(

事
前
予
約
)
/

無

料
/

大
島

(
3
8
9
9
)
1
3
1
6

☆
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者
募
集

▽
1
1月
9
日
沺
、
午
前
m
一時
～
午
後
3

時

※
雨
天
の
場
合
1
1
1
1
月
1
6日
/
元
溯

江
公
園
/
1
0
0区画
予
定
/
出
店
料
千
円
/

往
復
(
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
電
話

番
号
を
明
記
/
1
0月
3
1日
必
着
/
足
立

区
民
の
会

〒
招
(
月
2
-
3
5
-
5

　
(
3
8
6
0
)
0
7
0
8

▽
1
1月
1
6日
旧
、
午
前
H
時
～
午
後
3

時

嵳

笑
の
場
合
1
1一月
3
0日
/
一
ツ

家
第
一
公
園
/
8
0区
画
予
定
/
出
店
料

千
円
/
往
復
(
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
、
出
品
内
容
を
明
記
/
1
1月
6

日
必
着
/
サ
ン
タ
の
会
・
森
田

〒

跏
弘
道
郵
便
局
留

(
3
8
8
0
)
6
6
3
7
(

午
後
5

時
～
9
時
)

▽
1
1月
2
2日
出
、
午
前
H
時
～
午
後
2

時

※
雨
天
の
場
合
1
1
1
1
月
2
3日
/
元
溯

江
公
園
/
5
0区
圃
予
定
(
1
区
画
2
m
x
2
m
)
/

往
復
(
ガ
キ
に
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
、
出
品
内
容
を
明
記
/
H

月
8
日
必
着
/
足
立
子
ど
も
劇
場

〒
1
2
3栗原
I
-
6
-
1
4
星
野
荘
1
0
3

(
3
8
8
3
)
9
7
3
8

※
フ
リ
ー
マ
ー
ケ

。卜
の
開
催
を
お
考

え
の
方
は
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課
へ

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

=
募
集
=

☆
ピ
ア
ノ
サ
ー
ク
ル
(

ガ
ボ
ッ
ト
)

月
1

回
(
火
曜
日
ま
た
は
木
曜
日
)
、
午

前
9

時
～
午
後
O

時
3
0分
/

中
央
本
町

セ
ン
タ
ー
ほ
か
/

初
心
者
歓
迎
/

入
会

金
5
0
0円

、
月
額
2

千
円
/

新
名

(
3
8
5
7
)
3
5
1
5

☆
ホ
ビ
ー
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル

毎
週
土

曜
日

、
午
後
7
時
3
0
分
～
9

時
/

平
野

住
区
セ
ン
タ
ー
ほ
か
/

中
級
者
程
度

(
見
学
自
由
)
/

菅
原

(
3
8
9
6
)
2
2
3
3

☆
フ
ーフ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
(

フ
ラ

ワ
ー
サ
ー
ク
ル
絵
夢
)

月
―
回
(

土

曜
日
)
、
午
前
m
一
時
～
正
午
/

初
心
者
歓

迎
/

月
額
3

千
6
0
0円(

花
代
含
む
)
/

牧

　
(
3
8
5
3
)
8
2
8
9

☆
(
"

ピ
ー
ヨ
ー
ガ

毎
週
火
暇
日

、

午
前
1
0
時
～
正
午
/

青
年
セ
ン
タ
ー
ほ

か
/
入
会
金
千
円
、
月
額
3
千
円
/
芳

井

　
(
3
8
8
3
)
7
3
2
5

☆
写
真
(
メ
ピ
ウ
ス
)

最
終
日
曜
日
、

午
前
1
0時
～
正
午
/
舎
人
セ
ン
タ
ー
ほ

か
/
初
心
者
・
女
性
歓
迎
/
毎
回
プ
ロ

の
指
導
あ
り
/
入
会
金
3
千
円
、
月
額

千
円
/
高
木

?
3
8
9
9
)
5
8
2
1

☆
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
サ
ー
ク
ル
(
さ
つ
き

会
)

第
2
・
第
4
金
曜
日
、
午
前
9

時
3
0分
～
午
後
O
時
3
0分
/
花
畑
セ
ン

タ
ー
ほ
か
/
初
心
者
歓
迎
/
入
会
金
5
0
0

円
、
月
額
瞋
円
/
久
保

?
3
8
5
0
)
5
0
1
9

☆
中
国
語
同
好
会

月
3
回
(
金
曜

日
)
、午
後
7
時
～
9
時
/
興
本
セ
ン
タ

ー
ほ
か
/
月
額
4
千
円
/
張
替

(
3
8
8
6
)
3
3
0
2

☆
着
付
け
サ
ー
ク
ル
着
楽
会

月
2
・
3

回
(
水
曜
日
)
、
午
後
7
時
～
9
時
/

エ
ル

ーソ
フ
ィ
ア
ほ
か
/
入
会
金
千

円
、1
回
7
5
0円/
山
本

(
3
6
0
1
)
3
8
6
5

☆
コ
ー
フ
ス
た
ん
ぽ
ぽ

第
2
・
第
4

土
曜
日
、
午
後
1
時
3
0分
～
3
時
3
0分
/

東
部
労
音
セ
ン
タ
ー
/
中
・
高
年
の

方
/
月
額
2
千
円
/
早
川

(
3
8
8
8
)
0
2
2
0

☆
ヨ
ガ
ク
ーフ
ブ
(
ニ
ュ
ー
フ
イ
フ
ヨ

ガ
)

毎
週
水
曜
日
(
月
4
回
)
、午

前
1
0時
～
H
時
3
0分
/
伊
興
セ
ン
タ
ー

ほ
か
/
入
会
金
2
千
円
、
月
額
千
円
/

横
川

　
(
3
8
9
9
)
0
1
1
8

☆
合
気
遭
健
康
千
島
会

毎
週
日
曜

日
、
午
後
6
時
～
8
時
3
0分
/
扇
中
学

校
ほ
か
/
中
・
高
生
歓
迎
/
入
会
金
千

円
、
月
額
千
円
/
鈴
木

(
3
8
8
9
)
0
9
3
5

☆
藤
を
編
む
会
(
カ
ト
レ
ア
会
)

月
3

回
(
火
曜
日
)
午
前
ま
た
は
月
2
回

(火
曜
日
)
午
後
/
エ
ル
ーソ
フ
ィ
ア
/

入
会
金
千
円
、
月
額
2
千
瞋
円
(
午

前
の
部
)
・
2
千
円
(
午
後
の
部
)

※
体
験
レ
ッ
ス
ン
ー
回
は
無
料
(
材
料

費
は
実
費
負
担
)
/
萩
原

(
3
8
4
8
)
4
3
6
2
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ご存じですか? 国民年金
国民年金とは、加歳以上帥歳未

爾のすべての方が加入し、将来、

共 通の 基礎年 金を受 けら れるよ

う、国が運営している制度です。

この制度は、すべての国民が助け

合うことから虞りたっています。

年をとってからも、計画的でゆと

りのある暮らしを送るため、国民

年金について理解を深めてくださ
い。

国民年金
質 問 箱

分か
っ てい る ようで

分
か らな

い

Q
必
ず
入
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
?

A

国
民
年
金
に
は
、
2
0歳
か
ら
6
0歳
ま

で
の
す
べ
て
の
方
が
加
入
し
ま
す

入
り
た
い
か
5
(
る
、
入
り
た
く
な

か
っ
た
ら
入
ら
な
く
て
も
い
い
・
・
-
田
民

年
金
は
そ
う
い
・
7
S
の
で
は
あ
り
ま
せ

ぺ
個
人
年
金
と
進
っ
て
、
国
民
年
金

は
、
日
本
に
庄
む
す
べ
て
の
万
が
対
象

で
す
。
私
た
ち
や
洵
な
が
助
け
、
助
け
ら

れ
る
制
慶
な
の
で
す
。
で
y
か
ら
、
自

分
の
意
思
や
個
人
年
金
の
加
入
の
有
無

に
関
佩
な
ぐ
、
3
鎭
以
上
図
驥
禾
爾
の

m
'
民
年
金
に
加
入
し
、
保

睛
料
を
駟
め
な
け
れ
ぱ
な
n
ま
梦
ヘ
　

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
、
公
筋
員
、
主
蝉
の

方
も
保
険
科
の
納
め
方
が
進
う
だ
け

で
、
み
ん
な
田
民
年
金
の
加
入
者
で
y
。

Q

基
礎
年
金
っ
て
何
?

A
基
礎
年
金
は
国
民
共
通
の
年
金
で
す

厚
生
年
金
や
共
済
組
龠
に
加
入
し
7

い
る

方
の
中
に
は
、「
S

民
年
金
は
関
傴

な
い

」
と
思
っ
て
い
る

方
も
多
い
と
夙

い
ま

す
。
し
か
し
、
厚

生
年
金
や
共
癢

岷
e

も
、
基
礎
年
金
邵
分
は
国
民
年
金

で

す
。
厚
生
年
金
等
の
加
入
者
は
、
基

颶

年
金
の
上
乗
せ
と
し
て
報
酬
比
例
分

が
受
け
ら
れ
ま

す
。

Q
保
険
料
は
ど
う
や
っ
て
決
め
る
の
?

A
保
険
料
は
所
得
等
に
関
係
な
く
、
全

員
一
律
の
額
に
な
り
ま
す

収
入
の
増
減
に
よ
っ
て
保
険
料
は
変

わ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
保
険
科
は
急
激

な
負
担
増
を
避
け
る
た
め
、
毎
年
段
陪

的
に
引
さ
上
げ
ら
れ
家
T
。

』
金
糠

9
年
度
・・・
月
額
1
万
2
千
枷
円

1
0年
度
・・・
月
額
F
万
1
千
刈
円

付
加
保
険
科・・・
月
額
椢
円

・
納
め
方

納
付
書
(
区

役
所
か
ら
送
付
)
ま
た

は

、
口
座
振
蔕
(

銀
行
、
郵
欅
懇
の
口

座
か
ら
自
励
的
に
引
き
落
と
し
)
に
よ
2

ヂ

。

・

割
引
り
あ
a
ま

す

a
ヵ
月
分
、
1

年
分
、
一
定
期
間
分
'

冨

と

め
て

前
納
す
る
と
保
険
料
が
割

引
か
れ
お
鰐
で

す
。

Q
払
え
な
い
と
き
は
ど
う
す
る
の
?

A
や
む
を
得
な
い
揚
合
、
保
険
料
が
免

除
さ
れ
ま
す

経
済
的
な
理

由
等
で
ど
う
し
て

も
保

険
料
が
払
え
な
い
嫡
き
、
申
躋
す
れ
ば

保
険
料
が
免
除
に
な
る
こ
と
が
あ
n
ま

す
(
詼
3
)

。濳
納
の
豕
ま
に
し
な
い
で

、

一
度
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

な
お
、
学
生
の
兄
除
制
度
は
一
般
の

場
合
と
異
な
り
嫐
y
。

被保険者は、次の3 種類に分かれます

表1　必ず加入する方

例外的に任意で加入できるのは次の方です

表2　 希望すれば加入できる方

● ①( 60 歳以上65癩未満) 年金の受給異格用周が不足している方、または、受給資格のある万で年金額
を満額に近づけたい方は、圧意加入をすることかできます

※ ②( 65 歳以上70歳未満) 昭和30年4 月1 日以前に生まれた方で、65 鐡になった時点で、受給資格期間
が不足しているために老齢基礎年金を受給できない方は、アO瘋になるまでの間で受給賢格期間を涓
たすことができるまで任廱加入をすることかできます

表3　免除の種類

免 除さ れる 場合 の 例( 学生 免除)

4 人世帯の場合、下表の収入が目安です
夫・サラリーマン　 長男・大学生
妻・専業主婦　 長女 ・高校生 ( 9 年度基準)

※ 金額は冊支払い額です。手取り額ではありません

免除期間は

年金を受けるための

受給資格期間に

含まれます

レ免除期間の年金額は、納めた場

合の3 分のl となります

t >過去10年以内であれば、一定の

金額を 加算し、さかのぼって納

めることができます

受給資格期間

※ 20歳以上帥鐡禾良の朋間で、次の①から③の期間は、合算対象期

聞 ぐカラ期間) といい、受給賢格期間に合算します。ただし、年 金

額の計算には含まれませ ん

①会社員や公務員の配偶者で昭和61 年3 月以 前に国民年金に圧意加

入しなかった期間

②平成3 年3 月以前に20歳以上の昼間部の学生で、任意加入しなか
った期間

③日本人で昭和36年4 月以後の厩外居庄期間

国民 年金の種類
Q 年金はいつから、いくら受け取
れるの?

A 65歳から老齢基礎年金が受け取
れます

老
齢
基
礎
年
金

老
齢
基
礎
年
龠
は
、
2
5
年
以
上
の
受

給
胃
格
期
間
&
奠
た
し
た
方
が
6
5
瞋
か

ら
等
吁
ら

れ
孝

司

∇
年
金
額
・・
・
7
8万
5

千
5
0
0円

こ
の
金
額
は
、
生
年
月
日
に
応
じ
た

加
入
可
能
年
取
豪
y
べ
て
駟
付
し
た
場

合
の

額
で

す
。

▽
繰
り

上
げ
I

緩
り
下

げ
請
求

老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
闃
始
年
齢
は

6
5
鎭
か
ら
で
す
か
、
希
望
に
よ
ひ
叨
歳

か
ら
綴
り
上
げ
ア
戞
け
る
こ
と
が
で
き
`

チ
。
ま
た
、
6
6
鎭
か
ら
徇
歳
ま
で
の

閾
に
年
金
を
繰
り
下
げ
て
翼
叮
る
こ
と

も
で
膏
禾
y
。
こ
の
場
合
、
綴
り
上
げ

は
減
額

。
緩
り
下
げ
は

増
羣
さ
れ
、
支

給
率
は
生
唾
変
わ
ひ
ま
せ
へ

老
齢
基
礎
年
金
だ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
!

障

害

基

礎

年

金

痾
気
や
ヶ
が
で

障
魯
が
残
っ
た
と
き

に

支
給
さ
れ
冰
す
。

y
1
1

国
民
年
金
加
入
中
、
ま
た
は
受
給
待

機
中
に
朷
畛
蛋
冥
ほ
た
岡
気
や
ヶ
ガ
に

よ
り
、
肺
嵎
ま
で
に
障
唇
の
状
態
と
な

っ
た
塲
合
。
た
だ
し
、
初
診
日
の
加
日

ま
で
に
一
定
の
訥
付
薺
件
を
湃
`
じ
て

い
る
こ
と
示

必
要
で
す
。

▽
年
金
額

―
畿
(

他
人
の
助
け
か
な
い
y
百

常
生

偕
が
で
き
な
い

状
態
)
・・
。

咄
万
1

千
鰤
円

―
戴
(
日
常
生
活
に
著
し
い

制
限

を
受

け
る
状
態
)
・
・・
7
8

万
5

千
5
0
0円

遺

族

基

礎

年
金

国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
る
方
、
ま

た
は
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
資
格
の
あ

る
方
(
受
給
者
も
含
む
)
が
亡
ぐ
な
っ

た
と
き
、
そ
の
方
に
よ
っ
て
生
計
盒
`

持
さ
れ
て
い
た
子
供
の
あ
る
妻
、
ま
た

は
子
供
に
対
し
、
子
供
が
1
8
筬
(
子
供

に
障
害
の
あ
る
と
き
は
2
0
歳
)
に
な
る

年
度
末
ま
で
叉
略
さ
れ
李
y
。
た
g
‥
y
、

一
定
の

納
付
要
件
を
満
た
し
て
い
る
こ

と
が
必
要
で
す
。

▽
年
金
額

罕
奐
(

よ
)

の
あ
る
妻
・
・・

輿
T

千
5
0
0円

子
供
(

よ
)

の
み
I
:

召
9

羊

沺
円

独
自
給
付
も

あ
り
ま
す

寡

婦

年

金

第
1

号
篏
保
険
者
期
間
の
み
で

、
受

給
資
帑
そ
驛
だ
し
た
夫
(

婚
姻
期
間
1
0

年
嘔

占

が
、
年
金
を
受
け
ず
に
亡

く

な
っ
た
と
き
に

、
生
叶
を
同
じ
く
し
て

い
た
壽
肪
掌
か
ら
6
5
畿
に
*
9
ま
で

支
給
さ
れ
ま
す
。

▽
年
金
額
・
・
・
夫
が
受
け
た
で
&
9
コ
老

齢
基
礎
年
金
額
の
4

分
の
I

死
亡
一

時

金

第
1

号
疲

保
険
者
と
し
て

、
保
険

料

を
1

年
以
上
駟
め
た
方
が
、
年
金
を
受

け
ず
に
亡
く
な
っ
た
と
き
に
、
生
計
を

同
じ
く
し
て
い
た
遺
族
に
支
希
杤
れ
ま

す
(

衷
4
)

。

年金のモデル図

表4　 死亡一時金の支給額

※ 付加保険料納付期間が3 年以上ある場合は、さらに
8, 5001円が加算されます

基

礎

年

金

番

号

本
年
L
癶

、
す
べ
て
の

年
金

制

廩
に
共
通
の
基
礎
年
金
番
号
が
導

入
さ
れ
ま
し
た
g
こ

れ
は

、
各
年

金
制
度
の
加
入
記
録
を
一
つ
の
番

号
で
霊

壜
す
る
こ

と
に
よ
り
、
年

金
事
務
を
効
率
化
す
る
'
』と
を
目

的
に
し
て
い
ま

す
。
な
お
、
年
金

記
録
の
管
理
に

あ
た
っ
て
は
個
人

の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
へ
の
配

廠
を
最

簔
先
し
て
い
ま
す

。

国
民
年
金
基
金

国
民
年
金
蔓
霞
、第
1
号
被

保
険
者
(
衷
―
)
の
万
が
、よ
り

豊
か
な
老
唆
奮
曷
ご
せ
る
卜
?
つ
に

基
礎
年
金
に
卜
柬

せ
の
年
金
を
支

略
す
る
制
厦
で
y

。
都
遭
府
県
単

位
で
加
入
で
き
る
鴆
域
型
国
民

年

金
基
金
と

、
全
国
恚
位
で

岨
観
さ

れ
同
じ
職

橢
な
ど
の
方
が
加
入
で

き
る
職
能
型
国
民
年
金
基
金
が
あ

り
、い
ず
れ
か
一
つ
に
加
入
で
き

ま
y
。

国
民
年
金
基
金
の
申
し
込
み

は
、
区
役
所
で
は
弔
吁
付
け
て
ぃ

ま
せ
ぺ

く
ゎ
し
ぐ
は
、
各
基
金

へ
直
接
お
問
い
台
わ
せ
く
だ
さ

い
。

▽
東
京
都
国
民
年
金
暴
金

酋
(
5
2
g
)
a

年

金

ね

ん

き

ん

相

談

年
金
制
度
に
つ
い
て
の
質
問
や
保
険

科
の
ご
相
談
に

、
足
立
社
命
保
険
事
務

所
の
型

審

が
容
え
ま
す

。

日
時
I
H
月
i
r
>
日
向
、午
前
1
0
時
～
午

後
3
時
3
0
分
鳩
所
I
I
民
年
金
踝
前

{
区
役
所
北
姐
―
階
}
岡
先
=
推
進
佩

霖
(
3
g
)
?
1
1
㈹

※
厚
生
年
金
の
豐
隶
な
ど
の
具
体
的

な
ご
相
談
は
、足
立
襲
霧
吹
事
筋
所

へ
お
問
い
合
わ
せ
ぐ
だ
さ
い

▽
足
立
社
会
保
険
事
筋
所

き
(
3
8
4
)
O
I
/
月
L
金

皿
日
の
午
前
9
時
I
正
午
、午
後
L
睥

I
t
時
3
0
分
の
関

社
会
保
険
街
頭
相
談

今
月
は
、i
民
年
金
制
度
推
進
月

間
」で
す
。国
民
年
金
や
厚
生
年
金
な

ど
、社
会
保
険
制
度
全
靦
に
つ
い
て
知

p
t
い
方
、分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
る

方
の
た
め
に
、街
頭
相
駁
を
行
い
ホ
歹
。

日
時
1
1
1
月
6
日
向
・
7
日
6
、受
け

付
け
は
午
前
1
0
時
～
午
後
i
t
時
場
所

―
竹
ノ
楸
駅

東
口
広
場

※
当
日
は

、

足
立
社
会
保
険
事
筋
所
の

年
僉
担
当
者

に
よ
る

個
別

相
談
が
受
け
ら

れ
る
ほ

か

、
血
圧
測
定
も
行
い
ま

す

。
お
気
軽

に
お
こ
し
ぐ
だ
さ
い

周

先
=
推
進
係

魯
(
3
8
8
0
)
?
1

↓
㈹

国民年金についてのお問い合わせは

国民年金課へ 　3880- 5111 ㈹
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くらしの情報
※
電
話
番
号
は
お
間
違
い
な
く

本庁舎へのお問い合わせは……

3880- 5111㈹
本庁舎以外へのお問い合わせは

それぞれの電話番号へ

福

祉

老
人
保
健
法
医
療
受
給
者
証
を
お
持
ち
の
方
へ

医
療
費
通
知
を
お
送
り
し
ま
す

1
0月
下
旬
に
通
知
書
(
医
療
費
の
お

知
ら
せ
)
を
郵
送
し
ま
す
。こ
の
通
知
書

は
、
皆
さ
ん
の
健
康
と
医
凍
費
負
担
の

内
容
に
つ
い
て
、
理
解
を
深
め
て
い
た

だ
く
た
め
の
も
の
で
す
。今
回
は
、
5
月

に
診
療
を
受
け
た
方
、
ま
た
は
6
月
に

柔
道
整
復
師
か
ら
請
求
が
あ
っ
た
方

に
、
そ
の
医
療
費
の
全
額
(
1
0割
)
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
(
総
医
療
費
が
1
千

円
以
下
の
場
合
や
医
療
機
関
か
ら
の
請

求
が
遅
れ
た
場
合
に
つ
い
て
は
、
お
送

り
し
て
い
ま
せ
ん
)
。
な
お
、
こ
の
通
知

は
、
お
知
ら
せ
で
す
の
で
、
特
に
手
続

き
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
先
=

医
療
助
虞
係

保
育
園
児
募
集
(
来
年
4
月
の
入
園
・
転
園
)

お
子
さ
ん
の
新
規
入
園
希
望
者
。
転

駟
な
ど
に
よ
る
転
園
希
望
者
の
受
け
付

け
を
し
ま
す
。

申
込
=
次
の
も
の
を

窓
口
に
持
参
。
8
年
分
所
得
税
額
が
わ

か
る
も
の
(
源
泉
徴
収
粟
ま
た
は
確
定

申
告一
の
控
え
。
9
年
分
所
得
税
が
確

定
次
第
、
9
年
分
を
提
出
)
/
9
年
度

固
定
資
産
税
を
証
明
す
る
S
類
(
課
税

さ
れ
て
い
る
方
の
み
)
/
申
込
書
(
1
1

月
2
5日
よ
り
配
布
予
定
)
/
印
鑑

期

間
=
1
2月
1
日
～
1
5日

※
一
部
指
定

園
で
は
産
休
明
け
か
ら
の
O
歳
児
保
育

を
行
っ
て
い
ま
す
。
保
育
園
の
一
覧
表

な
ど
く
わ
し
く
は
「
あ
だ
ち
広
報
1
1月
2
5

日
号
」
に
掲
載
予
定
で
す

申
・
問

先
=
各
福
祉
事
務
所
(
表
1
)

表1　 福祉事務所一覧

福
祉
手
当
(
国
制
度
)
を
振
り
込
み
ま
す

特
別
障
害
者
手
当
、
障
客
児
福
祉
手

当
、
福
祉
手
当
(
経
過
措
置
)
の
1
年
8

月
～
1
0月
分
を
、
届
け
出
の
預
金

口
座
に
1
1疂

…一日
ご
ろ
振
り
込
み
ま

す
。
各
金
融
機
関
で
支
払
い
を
受
け
て

く
だ
さ
い

。

問
先
=
在
宅
福
祉
係
ま

た
は
各
福
祉
事
務
所
(
表
1
)

ケ
ア
ハ
ウ
ス
六
月

入
所
希
望
者
募
集

ケ
ア
ハ
ウ
ス
六
月
は
体
が
や
や
弱
っ

た
こ
と
に
よ
り
不
安
を
持
っ
て
い
る
一

人
暮
ら
し
の
高
齢
者
や
高
齢
者
夫
婦
の

方
に
、
安
心
し
て
自
立
し
た
生
活
を
続

け
て
い
た
だ
く
た
め
の
軽
費
老
人
ホ
ー

ム
で
す
。食
事
の
提
供
や
入
浴
の
準
備
、

生
活
相
談
等
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

場
所
I
(
月
I
-
6
j
l

対
象
=
次

の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方
・
:区
内
在
住

の
員
6
0歳
以
上
の
方
お
よ
び
そ
の
配
偶

者
/
自
炊
が
で
忝
な
い
程
度
の
身
体
機

能
の
低
下
が
認
め
ら
れ
、
ま
た
は
高
齢

等
の
た
め
独
立
し
て
生
活
す
る
に
は
不

安
が
認
め
ら
れ
る
方
/
歩
行
、着
替
え
、

入
浴
、
ト
イ
レ
、
自
室
の
清
掃
等
が
自

分
で
で
き
る
方
/
使
用
料
の
負
担
能
力

が
あ
る
方
/

保
証
人
を
立
て
ら
れ
る
方

入
所
予
定
時
期
-
1
0
年
1

月
以
降

※

く
ゎ
し
く
は
申
込
一

竃

」ら
ん

く
だ
さ

い

募
集
―
▽
一
人

部
屋
・
:
若
干
名

(
抽
選
)

▽
夫
婦
室
・
:
現
在

、
満
室

で
す
が

、
空
き
室
待
ち
を
募
集
し
ま
す

費
用
1

年
収
に
応
じ
て

月
額
約
3
～
1
2

万
円

申
込
―
申
込
用
紙
に
記
入
し

、

本
人
が
施
設
運
営
佩
に
直
接
提
出

期

限
=
1
1
月
6
日

申
込
用
紙
の
配
布
―

各
福
祉
事
務
所
、
区
民
事
務
所
、
東
・

西
部
障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

、
高
齢

者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
在
宅
介

霞
支
援
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
施
設
運
営
係

で
期
間
中
に
配
布

申
・
問
先
―
施
設

運
営
係

心
身
障
害
者
(児
)
の

巡
回
相
談
を
行
い
ま
す
(予
約
制
)

心
身
に
障
害
の
あ
る
方
を
対
象
に
、

専
門
医
師
の
巡
回
相
談
を
行
い
欒
歹
。

補
装
具
、
日
常
生
活
用
具
な
ど
の
相
談

は
、
こ
の
機
会
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
車
で
の
ご
来
場
は
、で
き
る
だ
け
ご

遠
慮
く
だ
さ
い

日
時
=
1
2
月
1
7日

團
、
午
後
1
時
～
3
時

場
所
=
竹
の

獗
障
害
福
祉
館

定
a
l
川
人

申
込

―
電
話
ま
た
は
直
接
窓
口
(
予
約
制
)

期
間
1
1
1月
4
日
～
1
4日

申
・
問
先

―
各
福
祉
事
務
所
(
表
1
)

「
(
親
)
医
療
証
」
の
現
況
届
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い

S
現
況
届
の
提
出
期
限
は
W
M

日

で
す
。
現
況
届
が
提
出
さ
れ
な
い
と
、1
0

年
分
の
医
東
証
を
発
行
で
き
ま
せ

ん
。
ま
だ
提
出
し
て
い
な
い
方
は
、
健

康
保
険
証
の
コ
ピ
ー
を
添
え
て
至
急
郵

送
し
て
ぐ
だ
さ
い
(
1
0月
1
日
以
降
に

「
⑤
医
療
証
」
を
申
請
し
た
方
は
必
要

あ
り
ま
せ
ん
)
。な
お
、現
況
届
提
出
後

に
保
険
証
が
変
わ
っ
た
方
は
、
変
更
届

の
提
出
が
必
要
で
す
。

問
先
=
児
童

医
療
係

〒
a
中
央
本
町
1
-
1
7
1
1

教

育

あ
っ
せ
ん
し
ま
す

私
立
高
校
等
入
学
資
金
融
資

お
子
さ
ん
の
私
立
高
校
・
高
等
専
門

学
校
等
の
入
学
資
金
に
お
困
り
の
方
へ

融
資
の
あ
っ
せ
ん
を
し
ま
す
。

対
象
=

私
立
高
校
・
高
等
専
門
学
校
ま
た
は

大
学
入
学
資
格
を
得
ら
れ
る
私
立
の
専

修
学
校
高
等
課
程
進
学
予
定
者
と
同
居

し
て
い
る
保
護
者
/
区
内
に
引
き
続
き
1

年
以
上
居
住
し
、
住
民
税
を
濳
納
し

て
い
な
い
方
/
平
成
8
年
中
の
年
収
が

次
の
限
度
額
以
下
の
方

▽
給
与
所
得

者
…
支
払
給
与
の
総
額
が
1
千
万
円
以

下

▽
事
業
所
得
者
・
:総
所
得
金
額
等

が
瞋
万
円
以
下

※
前
記
条
件
に
あ
て

は
ま
る
場
合
で
も
取
扱
金
融
機
関
の
貸

付
基
準
に
よ
り
融
資
を
受
け
ら
れ
な
い

場
合
も
あ
り
ま
す

融
資
金
額
-
1
0万

円
～
5
0万
円
(
1
万
円
単
位
)

※
た

だ
し
志
望
校
入
学
手
続
き
時
の
最
低
納

付
額
(
授
業
料
・
寄
付
金
は
対
象
外
)

お
よ
び
制
服
代
・
教
科
書
代
(
1
0万
円

・
2
万
円
の
定
額
算
定
)

利
率
=
年
3
%

返
済
―
融
資
を
受
け
た
日
の
翌

月
か
ら
3
年
以
内
(
元
金
均
等
月
賦
償

還
)

取
扱
金
融
機
関
―
足
立
農
業
協

同
組
合
の
本
・
支
店
、区
内
の
足
立
信
用

金
庫
・
成
和
信
用
金
耀

保
証
L
金
融

機
関
所
定
の
保
証
を
受
け
て
い
た
だ
き

ま
す
。
(保
証
料
は
区
で
負
担
)

申
込

期
間
=
H
月
4
日
～
1
0年
2
月
2
7日

※
申
し
込
み
か
ら
融
資
ま
で
約
1
0日
間

か
か
り
ま
す
。
志
望
校
が
決
ま
り
ま
し

た
ら
早
め
に
申
し
込
ん
で
ぐ
だ
さ
い
。

す
で
に
入
学
金
等
を
納
入
済
み
の
場
合

は
融
資
で
き
ま
せ
ん

申
・
問
先
―
学

務
課
振
興
佩

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
学
習
と

研
究
発
表
会
～
第
十
五
中
学
校

9
月
2
6日
、
十
五
中
に
お
い
て
研
究

発
表
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
研
究
の
内

容
は
、「
豊
か
な
心
を
持
ち
自
ら
進
ん
で

行
動
す
る
生
徒
の
育
成
」
奮
ア
ー
マ
と

し
た
道
徳
の
時
間
の
充
実
と
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
体
験
学
習
。
当
日
は
、1
年
生
の

道
徳
の
授
業
の
ほ
か
、2
・
3
年
生
の

体
験
学
習
が
行
わ
れ
、
生
徒
と
混
じ
り

発
表
会
の
来
賓
の
皆
さ
ん
も
一
緒
に
体

験
し
ま
し
た
。

※
十
五
中
で
は
、1

年
生
は
車
い
す
体
験
、2
年
生
は
手
話

講
習
、3
年
生
は
ア
イ
マ
ス
ク
体
験
(
目

隠
し
に
よ
る
視
力
障
害
体
験
)
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
体
験
学
習
を
毎
年
行
っ
て
い

ま
す

《
学
校
教
育
部
指
導
室
》

▽ まずは、自分の思った通りに身振り手振り。
クラスのみんなに伝わるかな( 手話講習)

「
キ
ャ
ー
、
こ
わ
い
」。
学
校
の
廊
下

に
生
徒
の
悲
鳴
が
…
。

目
隠
し
を
し
た
視
覚
障
害
体
験
で
は
、

普
段
は
何
で
も
な
い
段
差
や
階
段
も
、

と
て
も
恐
ろ
し
い
も
の
に
変
わ
り
ま
す

区民事務所の
窓口サービス封筒に
広告をのせませんか

住民票の写し等をお渡し する際
に使用するサービス封筒の広告を
募集し ます( 45 万枚作成) 基準
一区内商工業 の発展に期するもの/

政治・宗教活動、意見広告、個
人宣伝にかかわらないもの/ 公の
秩序、善良な風俗に反し ないもの
大きさ- 1 枠、縦約4 ㎝× 横約8
㎝ 募集数一表面に3 枠、裏面に4
枠 費用( 1 枠) 一表面20万円、

裏面10万円 申込一直接窓 口 期
限- 10 月31日 申・問先一住民記
録係 　3880 ―5111㈹

都
区
制
度
改
革
の
実
現
を
目
指
し
て

特
別
区
長
会
、特
別
区
議
会
議
長
会
が
要
請
活
動

東
京
2
3区
は
今
、
平
成
卜一年
4
月
の

都
区
制
度
改
革
の
実
現
を
目
指
し
て
取

り
組
ん
で
い
ネ
"
。

主
な
内
容
は
、
次
の
3
点
で
す
。

①
清
掃
事
業
な
ど
身
近
な
事
務
事
業
を

特
別
区
に
移
管
す
る

②
財
政
自
主
権
を
強
化
し
、
特
別
区
の

自
主
性
、
自
律
性
を
高
め
る

③
特
別
区
を
基
礎
的
自
治
体
と
し
て
地

方
自
治
法
上
明
確
に
位一
づ
け
る

清
掃
事
業
の
移
管
に
あ
た
っ
て
は
、

次
の
3
つ
の
条
件
整
備
が
実
現
し
て
い

る
こ
と
が
、
都
と
都
の
職
員
団
体
と
の

問
で
前
提
に
な
っ
て
い
ま
す
。

①
最
終
処
分
場
の
確
保

②
清
掃
工
場
の
整
備

③
直
営
収
集
車
の
卑
應
整
備

1
2年
4
月
の
都
区
制
度
改
革
を
実
現

す
る
た
め
に
は
、
様
々
な
準
鰐
の
期
間

を
考
え
忝
と
、
m一
年
の
通
常
国
会
で
法

律
改
正
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、

制
度
改
革
実
現
の
最
後
の
チ
ャ
ン
ス
で

す
。
現
在
、
都
と
職
員
団
体
と
の
間
で

清
掃
事
業
移
管
に
あ
た
っ
て
の
条
件
整

備
に
つ
い
て
、
整
備
状
況
の
確
認
の
た

め
の
協
議
を
行
っ
て
い
ま
す
が
。
両
者

の
見
解
が
食
い
違
い
、
協
議
が
難
航
し

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
特
別
区
長
会

と
特
別
区
議
会
議
長
会
で
は
、
法
律
改

正
に
向
け
都
知
事
が
m
匹
た
る
決
断
を

行
う
よ
う
、
1
0月
7
日
に
決
議
し
声
レ
た
。

国
会
議
員
、
都
議
会
議
員
を
は
じ
め
と

し
た
関
係
者
に
要
請
活
動
を
行
う
と
と

も
に
、
区
民
の
皆
さ
ん
へ
の
P
R
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

1
2年
4
月
の
都
区
制
度
改
革
実
現
の

た
め
、
区
民
の
皆
さ
ん
の
よ
り
一
層
の

ご
理
解
、
ご
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
先
=
企
画
部
副
参
事

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

掲
示
板

□
日
曜
柔
道
整
復
施
術

実
施
場
所
は
、
足
立
区
柔
道
接
骨
師

会
加
入
の
接
骨
院
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
(
3
8
8
0
)
6
9
5
8

□
「
レ
イ
ン
ボ
ー
タ
ウ
ン
ま
ち
づ
く
り

都
民
提
案

」
の
募
集

「
ま
ち
の
姿
」や
ヲ

ロ
ム
ナ
ー
ド
の

整
備
」等
に
つ
い
て

皆
さ
ん
の
ア
イ
デ

ア
を
募
集
し
ま
す

。
く
わ
し
く
は
、
都

庁
1

階
案
内
所
、
区
役
所
2

階
区
政
情

報
室
等
で
配
布
し
て
い
る
「
募
集
要
項

」

を
ご
覧
く
だ
さ
い

。

問
先
―
都
・
港

湾
局

「
レ
イ
ン
ボ
ー
タ
ウ
ン
ま
ち
づ
く

り
都
民
提
案

」
事
務
局

(
5
3
2
0
)
5
5
8
0

□
城
北
養
護
学
校
の
催
し

▽
文
化
祭
・・・
日
時
=
1
1
月
1

日
出
・
2

日
沺
、
午
前
9

時
3
0
分
～
午
後
2

時
4
5

分

▽
ボ
ーフ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
…
日

時
=
1
1
1月
1
5日
～
卜
一
月
2
0
日
の
毎
週
土

曜
日

、
午
後
1

時
～
4

時

定
S

よ
J

人

※
申
込
方
法
等
く
わ
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

場
・
申
・
問
先

―
城
北
養
護
学
校

(
3
8
8
3
)
7
2
7
1

□
健
康
講
話
「
生
活
習
慣
病
」
―
成
人

病
に
つ
い
て
―

日
時
=
H
月
1
日
出
、
午
後
1
時
A

時

場
所
I
ル
ミ
ネ
北
千
住
店
7
階
ウ

ィ
ズ
サ
ロ
ン

定
員
=
囚
人

費
用
―

無
料

問
先
l
咄
足
立
区
薬
剤
師
会

　
(
3
8
8
7
)
8
9
3
3

□
楽
し
さ
い
っ
ぱ
い
「
六
月
祭
」

日
時
1
1
1月
3
日
㈲
、
午
前
1
0時
～
午

後
4
時

内
容
=
バ
ザ
ー
/
模
擬
店
/

ミ
ニ
4
躯
/
陶
芸
/
骨
密
度
測
定
/
相

談
ほ
か

場
・
問
先
=
ゆ
つ
あ
い
の
郷

六
月

　
(
5
2
4
2
)
0
3
0
3

□
都
民
カ
レ
ッ
ジ
丸
の
内
キ
ャ
ン
パ
ス

開
講
期
間
-
1
0年
1
月
～
3
月
(
―
科

目
6
～
1
2回
)

内
容
―
「
森
鴎
外
と

東
京
≒
現
代
医
療
と
患
者
の
権
利
」
な

ど
3
7科
目

※
受
け
付
け
"
ど
ぐ
わ
し

く
は
都
民
カ
レ
ッ
ジ
丸
の
内
キ
ャ
ン
パ

ス
へ

　
(
3
2
-
5
)
4
3
2
1
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税

金

現
在
持
っ
て
い
な
い
バ
イ
ク
や
軽
自
動
車
の

税
金
を
払
っ
て
い
ま
せ
ん
か

軽
自
動
車
税
は
4
月
1
日
現
在
で

バ
イ
ク
や
軽
自
動
車
な
ど
を
所
有
し

て
い
る
方
に
か
か
る
税
金
で
す
。
原

動
機
付
自
転
車
や
軽
二
・
三
・
四
輪

車
、
二
輪
小
型
自
動
車
を
持
っ
て
い
'

男
で
、次
の
方
は
届
け
出
を
す
れ
ば
1
0

年
度
以
降
の
税
金
は
か
か
り
ま
せ

ん
。

対
象
=
盗
難
後
、
見
つ
か
っ

て
い
な
い
方
(
警
察
に
盗
難
届
を
出

し
て
も
廃
車
届
が
必
要
で
す
)
/
届

け
出
を
せ
ず
に
誤
っ
た
り
、売
っ
た
り

し
た
方
/
解
体
し
た
が
登
録
し
た
ま

ま
の
方

問
先
=
表
2

表2　 問い合わせ先

年
末
調
整
説
明
会
に
出
席
を

区
と
税
務
署
で
は
、
年
末
調
整
の

説
明
会
を
行
い
ま
す
。
給
与
関
係
事

務
を
担
当
す
る
方
は
、
ぜ
ひ
ご
出
席

く
だ
さ
い
。
な
お
、
自
動
車
で
の
来

場
は
ご
漬
蘆
く
だ
さ
い
。

日
時
等

―
表
3

問
先
=
区
・
特
別
徴
収
係

　
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

足
立
税
務
署

(
3
8
7
0
)
8
9
1
1

西
新
井
税
務
署

(
3
8
4
0
)
1
1
1
1

表3　 年末調整脱明会　会場

※いずれも、時間は午後1 時30分～4 時です。説明会の内容については、各税務署または特
別徴収係へお問い合わせください

納
税
は
1
0
月
3
1
日

ま
で
に

9
年
度
特
別
区
民
税
・
都
民
税
第
3

期
分
の
納
期
限
は
、
1
0月
3
1日
で
す
。

お
早
め
に
お
近
ぐ
の
銀
行
、
郵
便
局
な

ど
の
金
融
機
関
泰
之
は
区
役
所
、
区
民

事
務
所
の
窓
口
で
納
め
て
ぐ
だ
さ
い
。

問
先
―
納
税
第
一
・
第
二
係

国

保

ご
利
用

く
だ

さ

い

国

保
協
定
旅
館

国
保
課
で
は
、
東
京
近
県
の
旅
館
等

と
協
定
を
結
び
、
割
引
料
金
で
ご
利
用

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
今
年
度
の
協
定

旅
館
は
表
4
の
と
お
り
で
歹
。

対
象
=

区
内
在
住
・
在
動
の
方

申
込
1
施

設
へ
直
接
電
話
予
約
(
足
立
区
国
保
課

扱
い
と
告
げ
て
く
だ
さ
い
。
)
予
約
が

と
れ
た
ら
国
保
ガ
イ
ド
4
3ペ
ー
ジ
の

利
用
券
(
国
保
課
・
区
民
事
務
所
に
あ

り
ま
す
)
を
持
参

※
料
金
等
く
わ
し

く
は
直
接
施
設
へ
お
問
い
合
わ
せ
ぐ
だ

さ
い

問
先
―
庶
務
係

表4　 国保協定旅館
就
職
・
退
職
し
た
ら
手
続
き
を

赤
ち
ゃ
ん
か
ら
お
年
寄
n
ま
で
、
外

国
人
を
含
む
す
べ
て
の
方
は
、
万
一
の

病
気
や
ケ
ガ
に
備
え
て
、
必
ず
公
的
な

健
康
保
険
に
加
入
」
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
勤
務
先
の
健
康
保
険
等
(
社
会

保
険
等
)
に
加
入
し
て
い
な
い
方
は
、

国
民
健
康
保
険
へ
の
加
入
が
必
要
で

す
。
た
だ
し
、
生
活
保
護
受
給
中
の
方

は
除
き
ま
す
。

□
退
職
し
た
ら
加
入
の
手
続
き
を

会
社
な
ど
を
退
職
し
て
職
場
の
健
康

保
険
を
脱
退
し
た
方
や
、
そ
の
扶
養
家

族
は
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入
す
る
手

続
き
が
必
要
で
す
。
届
け
出
が
遅
れ
た

場
合
、
保
険
料
は
退
職
日
の
翌
日
ま
で

(最
長
2
年
)
さ
か
の
ぼ
っ
て
か
か
り

ま
す
が
、
医
療
給
付
は
原
則
と
し
て
さ

か
の
ぼ
り
ま
せ
ん
。
早
め
に
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
=
職
場
の
健

康
保
険
を
や
め
た
証
明
書
(
資
格
喪
失

証
明
書
、
離
職
票
、
退
職
証
明
s
な
ど
、

や
め
た
月
日
が
確
認
で
き
る
も
の
)
/

届
出
人
の
印
鑑
/
家
族
が
す
で
に
国
民

健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
世
帯
は
、

国
民
健
康
保
険
証
/
7
0
歳
未
満
の
方

で
、
厚
生
年
金
、
共
済
年
金
(
国
民
年

金
を
除
く
)
の
受
給
者
は
、
年
金
証
書

(年
金
受
給
開
始
時
に
届
い
た
、
被
保

険
者
期
間
の
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
)

を
窓
口
に
持
参

※
届
出
人
が
代
理
人
(

本
人
お
よ
び
同
一
世
帯
員
以
外
の
方
)

の
場
合
は
、
保
険
証
は
翌
日
郵
送
と
な
2

チ
□
就
職
し
た
ら
や
め
る
手
続
き
を

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
た
方

で
、
会
社
な
ど
に
就
職
し
て
新
た
に
職

場
の
健
康
保
険
に
加
入
し
た
方
や
、
そ

の
扶
養
家
族
は
'
国
民
健
康
保
険
を
や

め
る
手
続
き
が
必
要
で
す
。
会
社
な
ど

か
ら
国
民
健
康
保
険
課
に
は
何
も
連
絡

が
な
い
た
め
、
手
続
き
を
し
な
い
と
、

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
た
ま
ま
と
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
。
必
ず
や
め
る
手
続

謇
t
し
て
く
だ
さ
い
。

届
出
l
勤
務

先
の
健
康
保
険
証
、国
民
健
康
保
険
証
、

届
出
人
の
印
鑑
を
窓
口
に
持
参

※
就

職
日
以
降
、
国
民
健
康
保
険
証
は
使
え

ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い

―
―
い
ず
れ
も―
―

変
更
後
1
4日
以
内
に
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

申
先
=
各
区
民
事
務
所

ま
た
は
国
民
健
康
保
険
課

問
先
=
資

格
賦
課
係

該
当
す
る
方
は
切
り
替
え
を

退
職
者
医
療
制
度

国
民
健
康
保
険
加
入
者
で
、
次
に
あ

て
は
ま
る
方
は
、
退
職
者
医
療
制
黶
に

該
当
し
ま
す
。訶
院
等
に
か
か
る
場
合
。

一
般
加
入
者
が
自
己
負
担
金
3
割
に
対

し
て
、表
5
の
と
お
り
安
く
な
ひ
ま
す
。

対
象
=
老
齢
ま
た
は
退
職
を
事
由
と
す

る
厚
生
年
金
、
共
済
年
金
な
ど
(
国
民

年
金
は
除
く
)
を
受
給
し
て
い
る
7
0歳

未
満
の
方
、お
よ
び
そ
の
扶
養
家
族
で
、

次
の
要
件
を
禺
た
す
方
・
:年
金
加
入
期

間
が
2
0年
以
上
袤
た
は
4
0歳
以
降
1
0年

以
上
あ
り
、
自
分
で
掛
け
金
を
納
め
て

い
た
方
(
た
だ
し
、
老
人
保
健
法
該
当

者
は
除
く
)

※
僮
医
療
証
夲
お
持
ち

の
方
で
も
、
こ
の
制
廣
に
該
当
す
る
場

合
は
、
切
ひ
替
え
の
手
瑩
審
し
て
く

だ
さ
い

申
込
=
年
金
証
書
(
年
金
受

給
開
始
時
に
届
い
た
、
被
保
険
者
期
間

の
記
載
が
あ
る
も
の
)
/
国
民
健
康
保

険
証
/
印
鑑
を
窓
口
に
持
参

※
年
金

証
S
が
届
い
て
か
ら
、
1
4日
以
内
に
手

続
き
を
し
て
く
だ
い

申
先
―
各
区
民

事
務
所
ま
た
は
国
民
健
康
保
険
課

問

先
l
資
格
賦
課
係

表5　 自己負担割合

※ 保険料は変わりません

募

集

足
立
区
技
能
系
職
員
(家
庭
奉
仕
)

足
立
区
の
新
し
い
パ
ワ
1
と
な
る
明

る
弖
乙
気
な
人
材
を
募
集
し
毒
歹
。

対
象
―
昭
和
3
3年
4
月
2
日
以
降
に
生

ま
れ
た
方
で
、
申
し
込
み
日
現
在
で
次

の
①
～
③
の
い
ず
れ
か
の
資
格
を
有
す

る
方

①
介
霞
福
祉
士
②
厚
生
省
認
定

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
養
成
講
習
修
了
者

(
1
級
・
2
級
)
③
福
祉
施
設
に
お
い

て
介
護
業
務
に
3
年
以
上
従
事
し
た
方

職
務
内
容
=
高
齢
者
や
障
害
者
な
ど萎

対
象
と
し
た
家
事
・
介
護
サ
ー
ビ
ス

、

相
談
、
居
宅
訪
問
調
査
な
ど
の
ホ
ー
ム

ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス

選
考
日
=
1
1月
2
9

日
出

採
用
=
原
則
と
し
て
1
0年
4
月
1

日
以
降

募
集
人
s
L

人

申
込

―
所
定
の
選
考
申
込一
1

通
を
持
参
ま

た
は
郵
送
(
簡
易
s
留
に
限
る
)

期

限
A
1
1月
1
4日
消
印
有
効

申
・
間
先

―
人
事
係

〒
1
2
0中央
本
町
1
1
1
7
-
1

都
営
・
都
民
・
区
営
住
宅
入
居
者

募
集
戸
数
=
▽
都
営
住
宅
(
一
般
l
人

以
上
世
帯
T
2

戸

▽
都
民
住
宅
(
一

般
世
帯
)
…
4
戸

▽
区
営
住
宅
(
一

般
世
帯
)
・・・
4
戸

申
込
=
申
込
用
紙

(住
宅
支
援
係
お
よ
び
各
区
民
事
務
所

で
配
付
の
「
申
込
の
し
お
り
」)を
持
参

ま
た
は
郵
送

配
布
・
受
付
期
間
-
1
0

月
3
0日
～
1
1月
7
日

※
申
込
資
格
な

ど
ぐ
わ
し
く
は
、「
申
込
の
し
お
り
」を

ご
覧
く
だ
さ
い

申
・
問
先
―
住
宅
支

援
係

〒
1
2
0中央
本
町
1
1
1
7
-
―

区
民
農

園
利
用

者

募
集
農
園
l
表
6

※
申
込
多
数
の
場

合
は
抽
選

利
用
期
間
=
1
0年
3
月
上

旬
～
1
2年
2
月
中
旬
(
予
定
)

対
象
=

区
内
在
住
で
耕
作
地
が
な
く
、
利
用

期
間
を
通
じ
て
耕
作
で
き
る
世
帯

利

用
条
件
=
野
粟
・
草
花
の
栽
培

に
限
る

一
用
=
1
万
円
T

年
5
千
円
。2
回
分
割
で
納
入
)

申
込
=
往
復
(
ガ
キ
に
、
希

望
す
る
農
園
名
、
世
帯
主
名
、

家
族
金
員
の
氏
名
(
ふ
り
が

な
)
、
年
齢
、住
所
、電
話
番
号

(自
宅
お
よ
び
平
日
の
昼
間
に

連
絡
可
能
な
番
号
)
、現
在
利
用

中
の
方
は
、
農
園
名
・
区
画
番

号
を
明
記
。
ま
た
、
主
に
6
0歳

以
上
の
方
が
利
用
す
る
世
帯
は

「
高
齢
者
コ
ー
ナ
ー
希
望
」
と

朱
記
し
て
く
だ
さ
い

※
申
し

込
み
は
1
世
帯
1
枚
に
限
る

(同
居
の
場
合
は
I
世
帯
と
み

な
し
ま
す
)
。重
複
申
込
・
他
人

名
義
の
申
込
は
す
べ
て
無
効
と

し
ま
す
。な
お
、毎
回
希
望
者
多
数
の
た

め
、
今
回
当
選
し
た
世
帯
は
次
回
の
申

し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

期
限
1
1
1

月
1
4日
消
印
有
効

公
開
抽
選
=
1
2月
5

日
㈲

▽
東
武
線
以
西
の
農
園
・・・午

前
9
時
3
0分
関
始

▽
東
武
線
以
東
の

農
園
・・・午
後
2
時
開
始

抽
選
会
場
=

区
役
所
1
2階
会
議
室

申
・
問
先
―
農

産
佩

〒
1
2
0中央
本
町
1
-
1
7
-
―

表6　 区民農園一覧

※ 募集区面数は予定数です。都合により変更になる場合があり ます。
抽選はこの表の順に行います

リサイクルキャンペーンにご協力を! ( 11月1 日～7 日)

ご
み
の
減
量
と
リ
サ
イ
ク

ル
を
進
め
る
た
め
、
商
店
街

・
会
や
「R
の
お
店
」
の
協

力
を
得
て
リ
サ
イ
ク
ル
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま
す
。

区
民
の
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り

の
ご
協
力
が
な
け
れ
ば
、
ご

み
を
減
ら
せ
ま
せ
ん
。

「
買
い
物
の
際
に
は
、
買

い
物
袋
岑
痔
参
す
る
」「
使
い

捨
て
容
器
は
な
る
べ
く
使
わ

な
い
≒
1
0
0
%再
生
紙
「
み
ど

り
の
夢
2
3」
な
ど
の
再
生
品

を
使
用
す
る
」
な
ど
、
こ
の

機
会
に
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を

見
直
し
て
、
身
近
な
こ
と
か

ら
リ
サ
イ
ク
ル
を
始
め
ま
し

ょ
う
。

共
催
=
区
商
店
街

振
興
組
合
連
合
会
、
区
内
商

店
街
・
会
、
ご
み
佩一
リ
サ

イ
ク
ル
推
進
き
「
R
の
お
店
」

問
先
I
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課

霓
3
8
8
0
)
5
1
1
-
1
㈹

◎ おわび　10 月15日号1 面の「あだち 再生館 オープン」の配事に 記載もれがあり ました。あだち再生館の所在地は中央本町2 ―9 ―1( 　3880―9802) です。
どうぞ、ご利用ください。
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足
立
区
公
認
ス
ポ
ー
ツ
指
導
員
養
成
講
習
会

専
門
科
目
「
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
」「
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
」

各
種
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
の
資
質
と
指

導
力
の
向
上
を
目
的
に
、
講
習
会
を
行

っ
て
い
ま
す
。
専
門
科
目
と
別
に
開
催

す
る
共
通
科
目
の
試
験
に
合
格
し
た
方

は
足
立
区
公
認
ス
ポ
ー
ツ
指
導
員
と
し

て
認
定
・
登
録
が
で
き
ま
す
。

□
卜
ラ
ン
ポ
リ
ン

場
所
=
興
本
セ
ン
タ
ー

定
員
=
4
0

人

費
用
=
2
千
円

□
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

場
所
=
鹿
浜
セ
ン
タ
ー

定
員
=
5
0

人

費
用
1
2
千
4
0
0円(
教
材

費
)

―
い
ず
れ
も
―

日
程
等
―
下
表

対
象
=
区
内
在

住
・
在
助
の
2
0歳
以
上
の
方
で

、

現
在
指
導
を
行
っ
て
い
る
方
お
よ

び
地
域
指
導
者
を
目
指
す
方

申

込
=
往
復
(
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
ラ

リ
ガ
ナ
)
、
電
話
番
号
、
年
齢
、
性
別
、

種
目
名
と
経
験
年
数
、
所
属
団
体
を
明

記

期
限
=
1
1月
5
日
必
着

申
・
問

先
=
柎
体
育
協
会

〒
圀
中
央
本
町
1
-
1
7
1
1

(
3
8
8
0
)
5
6
9
5
(

直
通
)

トランポリン

※ い ずれ も時 間 は、午 前9 時 ～午 後5 時

バスケット ボール

※ いずれも時間は、午前9 時30分～午後5 時30分

都
市
型
C
A
T
V
(

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
)

1
1月
1
日
　
第
2
期
地
区
(
中
央
本
町
、青
井
、

弘
道
、綾
瀬
川
以
東
地
域
)
で
放
送
開
始

第
3
セ
ク
タ
ー
の
㈱
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
足
立
が
1
1月
1
日
か
ら
第
2
期
地
区

(中
央
本
町
、
青
井
、
弘
道
、
稜
瀬
川

以
東
地
域
)
で
放
送
を
開
始
。
第
3
期

(
1
0年
度
)
～
第
5
期
(
1
2年
度
)
地

区
に
つ
い
て
も
、
各
年
秋
の
放
送
開
始

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
足
立
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
は
、
区
か
ら
の
お

知
ら
せ
や
防
災
情
報
な
ど
日
常
生
活
に

必
要
な
情
報
を
お
届
け
す
る
ほ
か
、
区

内
の
出
来
事
や
お
祭
り
、
文
化
祭
な
ど

壹
朕
送
し
ま
す
。

□
放
送
内
容

再
送
信
サ
ー
ビ
ス
=
都
内
の
1
・
3
・
4

・
6
・
8
・
1
0・
1
2の
各
チ
ャ
ン
ネ

ル
、
放
送
大
学
、
M
x
テ
レ
ビ
、
足
立

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
チ
ャ
ン
ネ
ル
、
千
葉
テ

レ
ビ
の
計
1
1チ
ャ
ン
ネ
ル

ベ
ー
シ
ッ
ク
(
基
本
)
サ
ー
ビ
ス
=
再

送
信
の
ほ
か
B
s
I

、
B
s
2

、
ニ
ュ

ー
ス
・
映
画
・
音
楽
・
ス
ポ
ー
ツ
等
専

門
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
計
3
9チ
ャ
ン
ネ
ル

有
料
チ
ャ
ン
ネ
ル
=
w
o
w
o
w

夲
莟

む
7

チ
ャ
ン
ネ
ル

□
利
用
料
金
等
(

消
費
税
別
)

加
入
金
=
3

万
円

※
た
だ
し
各
期
ご

と

、
放
送
開
始
前
に
契
約
す
れ
ば
無
料

(
再
送
信
サ
ー
ビ
ス
は
加
入
金
不
要
)

利
用
料
=

▽
再
送
信
…
月
額
聊
円
(

一

世
帯
あ
た
り
)

▽
ベ
ー
シ
ッ
ク
・・・
月

額
3

千
円
(

ホ
ー
ム
タ
ー
ミ
ナ
ル
ー
台

あ
た
り
。2

台
目
か
ら
半
額
)

※
N
H
K

受
信
料
・
N
H
K

衛
星
受
信
料
は

別

▽
有
料
チ
ャ
ン
ネ
ル
…
月
額
千
迦

円
～
2

千
瞋
円
(
チ
ャ
ン
ネ
ル
ご
と
)

標
準
宅
内
工
事
費
=

▽
再
送
信
…
1

万

円

▽
ベ
ー

シ
ッ
ク
:
i

万
5

千
円

□
契
約
の
申
し
込
み

区
内
の
I
'
器
店
ま
た
は
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
足
立
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

申
・
問
先
―

㈱
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
足
立

〒
圀
綾
瀬
2
1
2
8
-
6

第
三
山
崎
ビ
ル
?
5
6
8
0
)
8
0
8

問
先
=
企
画
部
副
参
事

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

情 報 コ ー ナ ー
世帯 と 人口( 9 年10 月1 日 現在)
世 帯　267, 531
人 口　635, 818 人

男　322, 159 人
女　313, 659 人

放送大学無料公開講座
教育研究所・抛教育振興公社の
創立5 周年事業として、無料公開
講座を放送大学の協力により開催
します。ぜひ、ご参加ください。
日程等一下表のとおり 爿象一区
内在住・在動・在学の方 定員-

各130人( 抽選) 申込一往復ハガ
キに住所、氏名、年齢1 電話番号、
希望 日を明記 期限- n 月5 日必
着 場・申・問先一教育研究所公
開 講座担当 〒121 竹の塚2 ―25- 21

　3850 ―8801

※いずれも時間は、午後1 時30分～3 時

あだち広報エクスプレス 読者のページに投稿してみませんか

テーマは「正月子どもの遊び今昔」
1 月号のテーマは 「正月子ども

の遊び今昔」。正月は箴あげ、かる
た、福笑いなど昔からの遊びがあ
りますが、1寿代とともに;旌びも変f
匕しているようで す。皆さんにと
ってのお正月遊びとはどんなもの
ですか? お子さんからお年寄り
まで、様々な年代の方の投稿 をお
待ちし ています。 選考のうえ 掲載

します。掲載された方には、粗品
を差し 上げ ます。 申 込一住所、
氏名、年齢、職業 、電話番号を明
記し 、400字程度にまとめて郵送ま
たはファクスで 期限- 11 月14日
申・問 先一広報 課 〒120 中央本
町丁1―17―1
3880- 5111 ㈹
FAX3880 ―5610

区立中学校連合行事
生徒が日ごろの成果を 発表しま
す。ぜひ、ご覧ください。
□ 連合演劇発表会
生活劇、SF 劇、未来劇等、演
劇を通じ て人間の生き方、環境問
題など 種々のテーマに取り 組みま
す。 日時- 11 月5 日～7 日、い
ずれも午前9 時20分～午後4 時
□ 連合音楽会
合唱、合奏、吹奏楽を行い ます。

日時- 11 月17日～19日、いずれも

午前9 時30分 ～午後3 時30分
一いずれも―

場所- ギャラクシティ・西新井文
化ホール 費用一無料 問先一学
校教育部庶務課
3880 ―5111㈹

第26回足立区合唱コンクール
区内の合唱を 愛好する皆さ んが

美し いハ ーモニ ーを 競い 合い ま
す。ぜひご鑑賞ください。 日時- 11

月2 日( 日) 、午前10時30分開
演予定 場所- ギャラクシティ・
西新井文化ホール 特別出演一東
京足立少年少女合唱団、中学校合
同 合唱団、長門小学校児童合唱団、
有志による組曲 「わが街に」 演奏
費用一無料 問先一文化振興係
3880―5111㈹

東 部 障 害 福 祉 総 合 セ ンター

第8 回イーストウェーブフェスティバル
「ハッと 、ほっと 、ヒット! 」

今年もいろいろな催し 物を用意
し て皆さんをお待ちし てい ます。
どなたでも 参加できますので、ご
一緒 に秋の一 日を 楽し み まし ょ

う。 日時- 11 月9 日( 日) 、午前10
時～午後3 時 内容一展示、襖

擬店 、バザー等 ※ 移動困難な方
のために区内主要駅よりリフト 付
きシ ャトルバスを 運行します。く
わしくはお問い合わせください
場・問先一東部障害福祉総合セン
タ ー 　5682 ―5370

10 月28 日 か ら 「足立60景」エコーはがきを発売します
今年も 「足立60景」をデザイン

し だ エコ ーはがき。を作成しま
し た。10月28日から区内および近
隣区の 郵便局 で発売し ます。「年
賀j と朱書きし 、年賀状 としても
ご 利用ください。 価格- 1 枚4f
円( 通常の50円官製はがきより5

円安です) 絵柄-
ギャラクシティ

問先一広報係
388(卜5nl ㈹

この見本はがきは
校正紙をもとに作
成したものです

夕焼け放送の時間変更
夕焼け放送は 、11月から1 月 ま
で、午後4 時になります。

問先一青少年課調整係
3880 ―5111㈹

' 97消費者展 ひろげよう正しい知識・確かなくらし
社会的に問題とな っているごみ

・リ サイクル・自然環境問題など

を中心 に、消費者団体 ・グループ
が日ご ろの学 習成 果を 発表し ま
す。こ のほかにも電気 ・ガス・水
道・清掃等の公共企業 の展示やク
イズラリ ー、危険危害に関するコ

ーナー等、内容も盛りだくさ んで
す。ちょっと、のぞいてみません
か? 日時- 11 月7 日( 金) 。午前10
時 ～午後4 時/8 日( 土) 、午前1CX
玲～午後3 時 場所 エル・ソ

フ ィア 問先一消費者センタ ー
3880 ―5385

お楽しみください 11月の区内各種展示
こど も科 学 館 イベ ントホ ー ル

1 日～3 日…足 立区文化祭6
日～11日 …中学 校連合展覧会( ●

写 ・美術) ※ 11 日は午後1 時3C
分まで 　13日～18日…中学校遡
合展覧会( 技術・家庭) ※ 18日は
午後1 時30分まで 　26日～30日
…小学校連合展覧会( 図工作品雇)

西 新井区民 ギャラリー
1 日 ～10 日 … 忿 立I X: 文: f匕薦l 　12
日 ～17 日・・・デ コyi - ジ ュf 叭猛展

　21 日 ～23 日 … 東 京 さ つ き 愛 好会
秋季 展 　s 日 ～30 日・・・尽 穿 木墨

翩 同 人 晨 ※ 初 日と 愬j 1 日 は、 搬
入 出 作 業 のた め 展 示 時 間 は 未定 。

当 日 お問 い 合わ せ く ださ い

プチテラス・野外ギャラリー

□ 千住宿歴史プ チテラス( 千住河
原町121―11) 　8・9・15・16・22
・23日… やっち ゃぱの風俗展 　28
日～12月5 日… パッチワーク展

□ 綾瀬野外ギャラ リー 贖 瀬3- 1)
　1 日～15日…ドラ イフラ

ワー屓
□ 千件攣圖 の道 ギャラリー( 千住
旭町42) 　1 日～30日… 油絵展

A 。 畆 。 汞を鰭 夛る
方 は、お問 い合わせください。
問先司 　こども科学 館イベン
ト ホール… ギ ャラクシティ

　5242- 8161
四黔井区民 ギ ャラリ ー( 西

新 井沢東ロサティ4 階、火曜
休館) 　3852 ―3251
プチテラス・野外ギャラリ
ー… 抛まちづくり公社
aRRn75700( 直通)

◎「あだち広報」は再生紙を使用しています Hi . C. F. 274, 000


